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1．著書

浅田　一彦
• 共著，髙見彰淑（編集）：セラピストのための脳卒中評価指標の解釈と活用．浅田一彦：V章 コミュニケーション．
メジカルビュー社，2020．

木村　博人
• 共著，（一社）日本小児口腔外科学会（編）：子どもの口と顎の異常・病変─歯と顎骨編─（第 1版）．本書の終わ
りに．（p181）執筆．東京，クインテッセンス出版．2019年11月．

佐原　雄二
• 共著，青森県レッドデータブック改訂検討会（編）：青森県の希少な野生生物─青森県レッドデータブック（2020
年版） ─．（1） 青森県の野生生物の概要（p. 17‒18）及び（3）脊椎動物 5）汽水・淡水魚類（p. 234‒249）執筆．青
森県，2020年 3月．

早川　和江
• 共著，鑓水浩（編）：共食と文化のコミュニティ論，第 3章 食事文化の歴史的な流れとコミュニティ，第6章 これ
からの食の文化とコミュニティ，47‒67 および 109‒129 を執筆，晃洋書房，2020年 4月10日．

若松　　淳
• 単著，本当に自信ありますか？その手技～第 5回脊椎運動制限（SMR） ～，PreHospital Care，第32巻（第 6号），
70‒73，東京法令出版，令和元年12月20日．
• 単著，本当に自信ありますか？その手技～第 6回胸骨圧迫法～，PreHospital Care，第33巻（第 1号），56‒60，東
京法令出版，令和 2年 2月20日．

2．原著論文

奥山　淳子
• 共著，奥山淳子，小山内筆子，佐藤彰博，西沢義子，柾谷京子，鈴鴨よしみ，出江紳一：医療職における社会人基
礎力に関する調査─認定資格の有無および職種による差異─，日本リハビリテーション教育学会誌，3 （4），69‒79，
2020年 8月．

小山内　筆子
• 共著，須藤美香，平岡恭一，成田智，小山内筆子：運動習慣および難聴の自覚と聴力との関連─青森県 2市での聴
力検査による加齢性難聴予防策の検討─，保健科学研究，10 （2）：9‒16，2019．
• 共著，奥山淳子，小山内筆子，佐藤彰博，西沢義子，柾谷京子，鈴鴨よしみ，出江紳一：医療職における社会人基
礎力に関する調査─認定資格の有無および職種による差異─，日本リハビリテーション教育学会誌，3 （4）：69‒79，
2020．

釜萢　一正
• 共著，木下裕太，外崎敬和，千葉智博，釜萢一正，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：「救命行動による救助者の身体的
疲労─10分間の胸骨圧迫に伴う種々の生体情報の推移─」弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，
1 （1），23‒30，2020．



－ 138 －

工藤　千賀子
• 共著, Chikako KUDO, Seiko KUDO : Nurses’ sex-role attitudes and ethical behavior toward the sexuality of muscular 
dystrophy patients, Journal of Japan Society of Nursing Research, 42 （5）, 851‒860, 2019年12月20日．

佐藤　彰博
• 共著，奥山淳子，小山内筆子，佐藤彰博，西沢義子，柾谷京子，鈴鴨よしみ，出江紳一：医療職における社会人基
礎力に関する調査─認定資格の有無および職種による差異─，日本リハ教会誌，3 （4），69‒79，2020年 8月.

須藤　美香
• 共著，須藤美香，平岡恭一，成田智，小山内筆子：運動習慣および難聴の自覚と聴力との関連─青森県 2市での聴
力検査による高齢者の難聴予防策の検討，保健科学研究，10， （2），9‒16，2020年 3月.

立岡　伸章
• 共著，木下裕太，外崎敬和，千葉智博，釜萢一正，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：「救命行動による救助者の身体
的疲労─10分間の胸骨圧迫に伴う種々の生体情報の推移─」弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，
1 （1），23‒30，2020.

外崎　敬和
• 共著，木下裕太，外崎敬和，千葉智博，釜萢一正，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：「救命行動による救助者の身体
的疲労─10分間の胸骨圧迫に伴う種々の生体情報の推移─」弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，
1 （1），23‒30，2020.

中川　育映
• 共著，小笠原牧，佐々木伸晃，加藤拓彦，田中真，澄川幸志，石田沙織，中川育映：介護老人保健施設入所認知
症高齢者の余暇活動と，認知機能，ADL能力，生活意欲およびBPSDとの関係．日本認知症ケア学会誌，19 （3）
548‒556，2020年 9月．

中川　貴仁
• 共著，木下裕太，外崎敬和，千葉智博，釜萢一正，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：「救命行動による救助者の身体
的疲労─10分間の胸骨圧迫に伴う種々の生体情報の推移─」弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，
1 （1），23‒30，2020.

中根　明夫
• 共著, Narita K, Hu D-L, Asano K, Nakane A : Interleukin-10 (IL-10) produced by mutant toxic shock syndrome 
toxin 1 vaccine-induced memory T cells downregulates IL-17 production and abrogates the protective effect 
against Staphylococcus aureus Infection. Infect Immun 87(10): e00494-19, 2019. doi 10.1128/IAI.00494-19.
• 共著, Aziz F, Hisatsune J, Yu L, Kajimura J, Sato’o Y, Ono HK, Masuda K, Yamaoka M, Salasia SIO, Nakane A, 
Ohge H, Kusunoki Y, Sugai M : Staphylococcus aureus isolated from skin from atopic-dermatitis patients produces 
staphylococcal enterotoxin Y, which predominantly induces T-cell receptor V -specific expansion of T cells. Infect 
Immun 88(2): e00360-19, 2020. doi 10.1128/IAI.00360-19.
• 共著, Narita K, Asano K, Naito K, Ohashi H, Sasaki M, Morimoto Y, Igarashi T, Nakane A : Ultraviolet C light with 
wavelength of 222 nm inactivates a wide spectrum of microbial pathogens. J Hosp Infect 150(3): 459‒467, 2020. doi.
org/10.1016/j.jhin.2020.03.030.
• 共著, Masumi A, Oba Y, Tonosaki M, Aizu I, Asano K, Nakane A : Thiazolidinediones downregulate PPARg 
expression via induction of aP2 during mouse 3T3-L1 preadipocyte differentiation. BPB Rep 3(4): 119‒125, 2020.
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西沢　義子
• 共著，北宮千秋，吉野浩教，多喜代健吾，會津桂子，西沢義子，野戸結花，細川洋一郎：GM管式サーベイメータ
のイメージと実用化に向けた工夫の検証，日本放射線看護学会誌．8 （1），1‒10，2020.
• 共著，奥山淳子，小山内筆子，佐藤彰博，西沢義子，柾谷京子，鈴鴨よしみ，出江紳一：医療職における社会人基
礎力に関する調査─認定資格の有無および職種による差異─，日本リハビリテーション教育学会誌，3 （4），69‒79，
2020.

平岡　恭一
• 共著，須藤美香，平岡恭一，成田智，小山内筆子：運動習慣および難聴の自覚と聴力との関連─青森県 2市での聴
力検査による加齢性難聴予防策の検討─，保健科学研究，10 （2），9‒16，2020年 3月.

山内　真紀子
• 共著, Makiko YAMAUCHI, Miwako HIRAKAWA : Issues in Spousal Bereavement Support for Elderly Men in 
Japan. Asian Journal of Human Services, 18, 33‒47. Doi : 10.14391/ajhs.18.33 (2020.4).

若松　　淳
• 共著，木下裕太，外崎敬和，千葉智博，釜萢一正，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：救命行動による救助者の身体的
疲労─10分間の胸骨圧迫に伴う種々の生体情報の推移─，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，
1 （1），23‒30，2020.

3．総説，その他論文

浅田　一彦
• 共著，木村綾子，板垣喜代子，渡部菜穂子，福士理沙子，浅田一彦：囲碁が高次脳機能障害にもたらす効果に関す
る文献レビュー，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，1 （1），13‒21，2020.

板垣　喜代子
• 共著，木村綾子，板垣喜代子，渡部菜穂子，福士理沙子，浅田一彦：囲碁が高次脳機能障害にもたらす効果に関す
る文献レビュー，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，1 （1），13‒21，2020年 3月.

尾崎　麻理
• 単著，「セクシュアルマイノリティへの支援における医療ソーシャルワーカーの役割」日本ヒューマンヘルスケア
学会誌 5（2）：101‒107，2020.

木村　綾子
• 共著，木村綾子，板垣喜代子，渡部菜穂子，福士理沙子，浅田一彦：囲碁が高次脳機能障害にもたらす効果に関す
る文献レビュー，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，1 （1），13‒21，2020.
• 共著，工藤せい子，小野綾，扇野綾子，木村綾子，米内山千賀子，葛西敦子，野戸結花，北島麻衣子，齋藤美紀子，
高間木静香，會津桂子：看護と人類とのグローバルな契約 ─善行に沿った能動的活動としてのユニタリケアリン
グサイエンス─，青森県看護教育研究会誌 第48号，13‒18，2020.

工藤　千賀子
• 共著，工藤千賀子，工藤せい子：看護者が患者からセクシュアルハラスメントを受けた実態と性役割態度および倫
理的行動、日本看護倫理学会誌 12 （1），1‒9，2020年 3月．
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佐藤　彰博
• 単著，手のしびれの原因を早期発見！女性に多い手根管症候群，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀
要，1 （1），43‒45，2020年 3月.

佐原　雄二
• 単著，陸奥新報紙　危機の中の生き物たち1　レッドデータブックとは　2020年 6月．
• 単著，陸奥新報紙　危機の中の生き物たち2　絶滅への道（1）国内オオカミの悲運　2020年 7月．
• 単著，陸奥新報紙　危機の中の生き物たち3　絶滅への道（2）ニホンカワウソの嘆き　2020年 8月．
• 単著，陸奥新報紙　危機の中の生き物たち4　絶滅への道（3）トキが遺した「遺言」2020年 8月．
• 単著，陸奥新報紙　危機の中の生き物たち5　明治期　鳥類の受難（1）フランス革命の余波　2020年 9月．
• 単著，陸奥新報紙　危機の中の生き物たち6　鳥類の受難（2）サギ類の世界的殺戮　2020年 9月．
• 単著，　公開講座「メダカと日本人─野生生物と人とのかかわりあい」，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期
大学部紀要，1 （1），33‒35．2019年10月．

高瀬　園子
• 共著，押切風花・會津桂子・西沢義子・高瀬園子：インターネット上の健康情報検索の実態とeヘルスリテラシー
との関連，保健科学研究，10 （2），51‒57，2019年 3月．

鳥羽　　栞
• 共著，鳥羽栞，齋藤駿佑，中川貴仁：短期大学部救急救命学科企画 第17回弘前・白神アップルマラソンでの救護
支援ボランティア活動，（特集 1）令和元年度公開講座実施報告・事業実施報告，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉
大学短期大学部紀要，第1巻（第 1号），63‒68，令和 2年 3月．
• 共著，鳥羽栞，若松淳：短期大学部救急救命学科企画 第 2回弘前市立文京小学校キッズハローワーク，（特集 1）
令和元年度公開講座実施報告・事業実施報告，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，第 1巻（第
1号），73‒78，令和 2年 3月．

中川　貴仁
• 共著，鳥羽栞，齋藤駿佑，中川貴仁：短期大学部救急救命学科企画 第17回弘前・白神アップルマラソンでの救護
支援ボランティア活動，（特集 1）令和元年度公開講座実施報告・事業実施報告，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉
大学短期大学部紀要，第 1巻（第 1号），63‒68，令和 2年 3月．

中根　明夫
• 共著，吉村小百合，浅野クリスナ，中根明夫：サケ鼻軟骨プロテオグリカンによる抗炎症作用の特徴．総説　東北
女子短期大学紀要 58：70‒78，2019．
• 単著，公開講座「腸へ健康の源」弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，1 （1）：47‒50，2020．

中村　直樹
• 単著，〔事業実施報告〕「介護福祉学科　企画「介護フェスタ」～見て・触れて・気づく 介護福祉の魅力発信・啓発・
体験型イベント～」，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，第1巻（第 1号），79‒87，2020年 3月．
• 単著，〔公開講座〕「くらしを支える介護保険制度」，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，第 1巻
（第 1号），37‒42，2020年 3月．

成田　秀美
• 単著，特集，注意と遂行機能．青森県作業療法研究，28 （1），5‒12，2020年 3月．
• 共著，今井春彦，高橋信人，北川大輔，西村信哉，成田秀美：Central pattern generatorを中核とした運動出力
系の活動を促し，自律的で協調的な歩行を獲得した脳挫傷受傷後の症例．青森県作業療法研究，28 （1），51‒54，
2020年 3月．
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西沢　義子
• 共著，押切風花，會津桂子，西沢義子，高瀬園子：インターネット上の健康情報検索の実態とeヘルスリテラシー
との関連，保健科学研究，10 （2），51‒57，2019．
• 共著，西沢義子，野戸結花，太田勝正，作田裕美，大森純子，堀田昇吾，青木和恵：交流集会「放射線看護モデル
シラバスの活用に向けて─シラバスの解説と意見交換─」，日本放射線看護学会誌，8 （1），49‒50，2020．

福士　理沙子
• 共著，木村綾子，板垣喜代子，渡部菜穂子，福士理沙子，浅田一彦：囲碁が高次脳機能障害にもたらす効果に関す
る文献レビュー，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，1 （1），13‒21，2020年 3月．

松尾　　泉
• 共著，松尾泉，石田賢哉，福岡裕美子：北東北地方で生活する独居高齢者のヘルスリテラシーに関する研究─居宅
での聞き取りから明らかになった，ひとり暮らしへの思い─，日本ヒューマンケア科学学会誌　13 （1），23‒29．2020．
• 共著，下山美智子，山田基矢，松尾泉：他訪問看護ステーションでの在宅看護学実習で得られた看護学生の学び　
─同行訪問を通じて学生が得られる学びの実態─，青森県看護教育研究会誌48 （1），6‒9．2019．

山内　真紀子
• 共著, Makiko YAMAUCH, Miwako HIRAKAWA, Sachie ISHIZAWA & Miho CHIBA : A study on the Grief Work 
of an Elderly Woman Who Encountered the Unexpected Death of her Spouse at Home. Asian Journal of Human 
Services, 19, 103‒117. DOI:10.14391/ajhs.19.103 (2020.10).

若松　　淳
• 単著，短期大学部救急救命学科企画 2020年度救急救命学科海外実習に係る事前視察の実施について，（特集 1）令
和元年度公開講座実施報告・事業実施報告，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，第 1巻（第 1
号），59‒62，令和 2年 3月．
• 共同発表，鳥羽栞，若松淳：短期大学部救急救命学科企画 第 2回弘前市立文京小学校キッズハローワーク，（特集
1）令和元年度公開講座実施報告・事業実施報告，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，第 1巻
（第 1号），73‒78，令和 2年 3月．

渡部　菜穂子　
• 共著，下山美智子，山田基矢，松尾泉，津川裕子，髙田まり子，渡部菜穂子，白川かおる，加藤聡子，山本明子，
中家良子，其田貴美枝，木立るり子，工藤うみ，三浦美環，石沢幸恵：訪問看護ステーションでの在宅看護学実
習で得られた看護学生の学び─同行訪問を通じて学生が得られる学びの実態─，青森県看護教育研究会誌，48号，
6‒9，2020年 3月．
• 共著，木村綾子，板垣喜代子，渡部菜穂子，福士理沙子，浅田一彦：囲碁が高次脳機能障害にもたらす効果に関す
る文献レビュー，弘前医療福祉大学 弘前医療福祉大学短期大学部紀要，第 1巻第 1号，13‒21，2020年 3月．
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4．研究発表

浅田　一彦
• 共同発表，木村綾子，板垣喜代子，浅田一彦，福士理沙子，渡部菜穂子：高次脳機能障害に囲碁がもたらす効果検
証のための文献検討．第43回日本高次脳機能障害学会学術総会，宮城県仙台市，2019年11月.

板垣　喜代子
• 共同発表，木村綾子，板垣喜代子，浅田一彦，渡部菜穂子，福士理沙子：高次脳機能障害に囲碁がもたらす効果検
証のための文献検討，第43回日本高次脳機能障害学会学術総会，高次脳機能研究40 （1），p90，2019年11月.
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，鎌田洋輔，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：看護師養
成課程におけるシミュレーション教育の現状─救急救命学科教員との合同演習に向けた文献検討─．第 1回日本看
護シミュレーションラーニング学会，オンライン開催，2020年 6月.
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，鎌田洋輔，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：救急救命
士養成課程と看護師養成課程におけるシミュレーション教育の現状．第34回東北救急医学会総会・学術集会，オ
ンライン開催，2020年 8月．
• 共同発表，鎌田洋輔，工藤うみ，板垣喜代子，福士理沙子，千葉美穂：「まちの保健室」活動へ学生が参加すること
での教育効果の検証─学年別による教育効果の比較─．日本看護研究学会第46回学術集会，2020年 9月．

岩間　孝暢
• 共同発表，岩間孝暢，千葉大輔：座位における脊柱アライメント　運動習慣の有無とリーチ方向，第54回日本作
業療法学会，令和 2年 9月25日～10月25日（コロナ感染予防のためWeb開催）．

尾崎　麻理
• 共同発表，高瀬園子，西沢義子，松尾泉，尾崎麻理：クッキング体験教室に参加した父親の家事育児役割の実態と
参加後の変化．第46回日本看護研究学会・学術集会，2020年 9月．
• 共同発表，髙瀬園子，西沢義子，松尾泉，尾崎麻理：A Literature Review on Childcare Support in Childbirth 
Education Classes in Japan, EAFONS2020. 1.

鎌田　洋輔
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，鎌田洋輔，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：看護師養
成課程におけるシミュレーション教育の現状─救急救命学科教員との合同演習に向けた文献検討─，第 1回日本看
護シミュレーションラーニング学会，2020年 6月．
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，鎌田洋輔，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：救急救命
士養成課程と看護師養成課程におけるシミュレーション教育の現状．第34回東北救急医学会総会・学術集会，2020
年 8月．
• 共同発表，鎌田洋輔，工藤うみ，板垣喜代子，福士理沙子，千葉美穂：「まちの保健室」活動へ学生が参加するこ
とでの教育効果の検証─学年別による教育効果の比較─．日本看護研究学会第46回学術集会，2020年 9月．
• 共同発表，鎌田洋輔，坂本弘子，木立るり子，笹竹ひかる，澤崎恵美，川口智恵美，前田美佐子，木村千代子，坂
井哲博：「看護教員が感じる看護教育上のジレンマに関する研究」．日本看護教育学会第30回学術集会，2020年 9
月．

釜萢　一正
• 共同発表，中村直樹，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，福士尚葵，釜萢一正，齋藤駿佑，鳴海圭佑：救急救命士養成
に求められる社会福祉･社会保障等領域の学習についての調査研究～アンケート調査の実施～，第34回東北救急医
学会学術集会，令和 2年 6月．
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：救急救命士養成課程
と看護師養成課程におけるシミュレーション教育の現状，第34回東北救急医学会学術集会，令和2年 6月．
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• 共同発表，中川貴仁，齋藤駿佑，鳴海圭佑，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章：救急救命士学生によるモバ
イルアプリケーションを利用したAED設置調査の取り組みと教育的効果の一考察，第23回日本臨床救急医学会学
術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，齋藤駿佑，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，鳴海圭佑：養護教諭向け緊急度判定講
習会における体験型シミュレーションの活用と教育，第23回日本臨床救急医学会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭祐：産学官連携による多数集客
施設（大型ショッピングセンター）で行う応急手当講習会の普及啓発効果について，第23回日本臨床救急医学会
学術集会，2020年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭佑，澤田良治：ホテルモントレ
株式会社（札幌地区ホテル）における2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み，日本臨床救急
医学会学術集会，令和 2年 8月．
• 共同発表，鳴海圭佑，齋藤駿佑，中川貴仁，小山内健介，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章，鳥羽栞，平井
歩：地元消防機関と連携した応急手当講習への救急救命士学生の参加との意義と展望，第23回日本臨床救急医学
会学術集会，令和2年 8月．

木村　博人
• 共同発表，工藤 求，山崎尚之，梅原一浩，小林恒，木村博人，太田淳也，本館朋之，佐藤暢也：重度歯周炎に対
して歯周補綴なしに歯周再生療法，矯正治療，インプラント治療を行なった 一症例．第50回（公社）日本口腔イ
ンプラント学会学術大会（全研修施設セッション），2020年 9月．
• 共同発表，栗林 伸之，谷口崇拓，中野 正博，市之川浩，柳谷博章，佐藤雄大，梅原一浩，木村博人：狭小化した
歯槽堤に対して 2つの機能を持つドリルと骨造成を併用したインプラント治療の臨床評価．第50回（公社）日本
口腔インプラント学会学術大会（ポスター発表），2020年 9月．
• 共同発表，谷口崇拓，梅原一浩，木村博人，片山明彦，太田幹夫，野村貴生，粟澤重樹，栗林伸之：インプラント
埋入ポジションを含めた補綴設計の問題事例を解決した 1症例．第50回（公社）日本口腔インプラント学会学術
大会（ポスター発表），2020年 9月．

木村　綾子
• 共同発表，木村綾子，板垣喜代子，浅田一彦，福士理沙子，渡部菜穂子：高次脳機能障害に囲碁がもたらす効果検
証のための文献検討，第43回日本高次脳機能障害学会学術総会，2019年11月．
• 共同発表，工藤せい子，小野綾，扇野綾子，木村綾子，米内山千賀子，葛西敦子，野戸結花，北島麻衣子，齋藤美
紀子，高間木静香，會津桂子：看護と人類とのグローバルな契約 ─善行に沿った能動的活動としてのユニタリケ
アリングサイエンス─．青森県看護教育研究会，　2020年 3月．
• 共同発表，工藤千賀子，三上えり子，木村綾子，工藤せい子：看護師が経験するセクシュアル・ハラスメントの内
容とその特徴，保健科学研究会，2020年 9月．

工藤　うみ
• 共同発表, Y. Nishizawa, S. Takase, I. Matsuo, U. Kudou : A literature Review of Studies Regarding Funeral Services 
in Japanese Nursing Science, 23rdEAFONS2020, January 2020．
• 共同発表，工藤うみ，千葉美穂：高齢者施設職員のターミナルケア態度と属性および看取り経験との関連，第24回
日本看護研究学会学術集会，2020年 8月．
• 共同発表，鎌田洋輔，工藤うみ，板垣喜代子，福士理沙子，千葉美穂：「まちの保健室」活動に学生が参加するこ
とでの教育効果の検証，第24回日本在宅ケア学会学術集会，2020年 8月．

工藤　千賀子
• 共同発表，工藤千賀子，三上えり子，木村綾子，工藤せい子：看護師が経験するセクシュアル・ハラスメントの内
容とその特徴，第 7回保健科学研究発表会，2020年 9月12日．
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工藤　雄行
• 共同発表，工藤雄行，藤崎和弘，笹川和彦，森脇健司，佐藤厚子：体幹移動シートの機能評価に関する研究，第
53回日本生体医工学会東北支部大会，2019年11月．
• 共同発表, Atsuko Satoh, Yuko Kudo, Masumi Saitoh, Miwa Miura, Yuka Ohnuma, Naoki Fukushi, Miwako 
Hirakawa, Sangun Lee, Hidetada Sasaki : Rehabilitative slipper toe clearance for aged individuals with fall risk. The 
6th International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Science. 2020年2月．
• 共同発表，近藤絢音，工藤雄行，藤崎和弘，佐藤厚子，笹川和彦：薄型応力センサを利用した歩行時の筋活動計測，
生体医工学シンポジウム2020，2020年 9月．
• 共同発表，工藤雄行，笹川和彦，藤崎和弘，森脇健司：薄型 3軸応力センサの介護用ベッド使用時における皮膚へ
の適用，生体医工学シンポジウム2020，2020年 9月．

高瀬　園子
• 共同発表, Sonoko Takase, Yoshiko Nishizawa, Izumi Matsuo, Mari Ozaki : A Literature Review on Childcare 
Support in Childbirth Education Classes in Japan. The 23nd East Asian Forum for Nursing Scholars (EAFONS), 
Thailand. 2020. (令和 2 年 1 月).
• 共同発表, Yoshiko Nishizawa, Sonoko Takase, Izumi Matsuo, Umi Kudo : A literature review of studies regarding 
funeral services in Japanese nursing sciences. The 23nd East Asian Forum for Nursing Scholars (EAFONS), 
Thailand. 2020. (令和 2 年 1 月).
• 共同発表，高瀬園子，西沢義子，松尾泉，尾崎麻理：クッキング体験教室に参加した父親の家事育児役割の実態と
参加後の変化．日本看護研究学会　第46回学術集会（WEB開催）．2020年．
• 共同発表，高瀬園子，西沢義子，松尾泉，尾崎麻理，石岡真移子，葛西静男：クッキング体験教室に参加した父親
の家事作りの実態と教室参加後の影響．第67回日本小児保健協会学術集会（WEB開催）．2020年．

立岡　伸章
• 共同発表，齋藤駿佑，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：体験型シミュレーション形式を用いた養護教諭向け緊急度判
定講習会の有効性の検討，第25回日本災害医学会学術集会，令和2年 2月．
• 共同発表，中村直樹，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，福士尚葵，釜萢一正，齋藤駿佑，鳴海圭佑：救急救命士養成
に求められる社会福祉･社会保障等領域の学習についての調査研究～アンケート調査の実施～，第34回東北救急医
学会学術集会，令和 2年 6月．
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：救急救命士養成課程
と看護師養成課程におけるシミュレーション教育の現状，第34回東北救急医学会学術集会，令和2年 6月．
• 共同発表，中川貴仁，齋藤駿佑，鳴海圭佑，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章：救急救命士学生によるモバ
イルアプリケーションを利用したAED設置調査の取り組みと教育的効果の一考察，第23回日本臨床救急医学会学
術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，齋藤駿佑，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，鳴海圭佑：養護教諭向け緊急度判定講
習会における体験型シミュレーションの活用と教育，第23回日本臨床救急医学会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭祐：産学官連携による多数集客
施設（大型ショッピングセンター）で行う応急手当講習会の普及啓発効果について，第23回日本臨床救急医学会
学術集会，2020年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭佑，澤田良治：ホテルモントレ
株式会社（札幌地区ホテル）における2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み，日本臨床救急
医学会学術集会，令和 2年 8月．
• 共同発表，鳴海圭佑，齋藤駿佑，中川貴仁，小山内健介，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章，鳥羽栞，平井
歩：地元消防機関と連携した応急手当講習への救急救命士学生の参加との意義と展望，第23回日本臨床救急医学
会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，若松淳，立岡伸章，中川貴仁：途上国における救急技術支援の現状と課題，日本臨床救急医学会学術集
会，令和2年 8月．
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鳥羽　　栞
• 共同発表，鳴海圭佑，齋藤駿佑，中川貴仁，小山内健介，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章，鳥羽栞，平井
歩：地元消防機関と連携した応急手当講習への救急救命士学生の参加との意義と展望，第23回日本臨床救急医学
会学術集会，令和2年 8月．

中川　貴仁
• 共同発表，齋藤駿佑，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：体験型シミュレーション形式を用いた養護教諭向け緊急度判
定講習会の有効性の検討，第25回日本災害医学会学術集会，令和2年 2月．
• 共同発表，中村直樹，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，福士尚葵，釜萢一正，齋藤駿佑，鳴海圭佑：救急救命士養成
に求められる社会福祉･社会保障等領域の学習についての調査研究～アンケート調査の実施～，第34回東北救急医
学会学術集会，令和 2年 6月．
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：救急救命士養成課程
と看護師養成課程におけるシミュレーション教育の現状，第34回東北救急医学会学術集会，令和2年 6月．
• 共同発表，中川貴仁，齋藤駿佑，鳴海圭佑，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章：救急救命士学生によるモバ
イルアプリケーションを利用したAED設置調査の取り組みと教育的効果の一考察，第23回日本臨床救急医学会学
術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，齋藤駿佑，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，鳴海圭佑：養護教諭向け緊急度判定講
習会における体験型シミュレーションの活用と教育，第23回日本臨床救急医学会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭祐：産学官連携による多数集客
施設（大型ショッピングセンター）で行う応急手当講習会の普及啓発効果について，第23回日本臨床救急医学会
学術集会，2020年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭佑，澤田良治：ホテルモントレ
株式会社（札幌地区ホテル）における2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み，日本臨床救急
医学会学術集会，令和 2年 8月．
• 共同発表，鳴海圭佑，齋藤駿佑，中川貴仁，小山内健介，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章，鳥羽栞，平井
歩：地元消防機関と連携した応急手当講習への救急救命士学生の参加との意義と展望，第23回日本臨床救急医学
会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，若松淳，立岡伸章，中川貴仁：途上国における救急技術支援の現状と課題，日本臨床救急医学会学術集
会，令和2年 8月．

中根　明夫
• 共同発表, Asano K, Yoshimura S, Narita K, Hirose S, Takahashi T, Ito K, Iddamalgoda A, Nakane A : Alteration 
of intestinal microbiota in mice orally administered with salmon cartilage proteoglycan, a prophylactic agent. 11th 
International Conference on Proteoglycans 令和元年10月.
• 共同発表, Hirose S, Asano K, Narita K, Yoshimura S, Takahashi T, Ito K,  Iddamalgoda A, Nakane A : Attenuation 
of obesity-induced inflammation in mice orally administered with salmon cartilage proteoglycan, a prophylactic 
agent.11th International Conference on Proteoglycans 令和元年10月.
• 共同発表, Narita K, Hirose S, Yoshimura S, Takahashi T, Ito K,  Iddamalgoda A, Nakane A, Asano K : Salmon 
cartilage proteoglycan promotes the healing process of Staphylococcus aureus-infected wound. 11th International 
Conference on Proteoglycans 令和元年10月.
• 共同発表, Yoshimura S, Asano K, Ono HK, Hirose S, Narita K, Takahashi T, Ito K, Iddamalgoda A, Nakane 
A : Salmon cartilage proteoglycan attenuates allergic responses in mouse model of papaininduced respiratory 
inflammation. 11th International Conference on Proteoglycans 令和元年10月.
• 共同発表, Nakane A, Yoshimura S, Takahashi E, Hirose S, Narita K, Takahashi T, Ito K,  Iddamalgoda A, Asano K : 
Oral administration of salmon cartilage proteoglycan extends the survival of allografts in mice. 11th International 
Conference on Proteoglycans 令和元年10月.
• 共同発表, Ono HK, Hirose S, Narita K, Sugiyama M, Hu D-L, Nakane A : Histamine-release from intestinal mast 
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cells induced by staphylococcal enterotoxin A (SEA) evokes vomiting reflux in common marmoset. 第 1 回弘前メ
ディカルサイエンスフォーラム 令和元年11月.
• 共同発表, Hirose S, Ono HK, Hu D-L, Yamamoto Y, Asano K, Nakane A : Goblet cells are involved in translocation 
of staphylococcal enterotoxin A in the intestinal tissue of house musk shrew (Suncs Murinus). 第 1 回弘前メディ
カルサイエンスフォーラム 令和元年11月.
• 共同発表, Tanaka N, Hiraga H, Sauraba H, Higuchi N, Ariake C, Maeda T, Murai Y, Watanabe R, Ota S, Akemoto 
Y, Hasui K, Yoshida S, Asano K, Nakane A, Fukuda S : Vitamin A deficiency impairs host resistance to Listeria 
monocytogenes through excessive apoptosis of macrophages. 第 1 回弘前メディカルサイエンスフォーラム 令和元
年11月.
• 共同発表, Uriu K, Arkawa M, Hirose M, Asano K, Nakane A, Morita E : Identification of a novel autophagy 
receptor that regulates intracellular bacteria proliferation. 第 1 回弘前メディカルサイエンスフォーラム 令和元年
11月.
• 共同発表，浅野クリスナ，廣瀬昌平，成田浩司，中根明夫：Microvesicles released from Staphylococcus aureus 
induce inflammatory response and pyroptosis．第93回日本細菌学会総会　令和 2年 2月．
• 共同発表，廣瀬昌平，浅野クリスナ，小野久弥，成田浩司，胡東良，中根明夫：Staphylococcal enterotoxin A 
evokes diarrhea after vomiting reflex in common marmoset.，第93回日本細菌学会総会　令和 2年 2月．
• 共同発表，小野久弥，茂木遼介，岡村雅史，浅野クリスナ，中根明夫，胡東良：黄色ブドウ球菌感染が炎症性腸疾
患モデルマウスに与える影響の解析．第93回日本細菌学会総会　令和 2年 2月．
• 共同発表，成田浩司，浅野クリスナ，佐々木正裕，森本幸裕，五十嵐龍志，中根明夫：222 nm-UVCの病原細菌，
真菌，ウイルスに対する滅菌効果．第93回日本細菌学会総会　令和 2年 2月．

中村　直樹
• 単独，「介護福祉の魅力発信・啓発・体験型イベント「介護フェスタ」の取組について ～地域共生社会づくりのた
めの介護人材確保対策を考える～」，公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会 令和元年度 全国教職員研修会 第
2分科会，2019年10月．
• 共同，中村直樹，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，福士尚葵，釜萢一正，齋藤駿佑，鳴海圭佑：「救急救命士養成に
求められる社会福祉・社会保障等領域の学習についての調査研究 ～アンケート調査の実施～」，第34回東北救急
医学会総会・学術集会（第30回日本救急医学会東北地方会）WEB紙上開催，2020年 6月．

鳴海　圭佑
• 共同発表，中村直樹，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，福士尚葵，釜萢一正，齋藤駿佑，鳴海圭佑：救急救命士養成
に求められる社会福祉･社会保障等領域の学習についての調査研究～アンケート調査の実施～，第34回東北救急医
学会学術集会，令和 2年 6月．
• 共同発表，中川貴仁，齋藤駿佑，鳴海圭佑，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章：救急救命士学生によるモバ
イルアプリケーションを利用したAED設置調査の取り組みと教育的効果の一考察，第23回日本臨床救急医学会学
術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，齋藤駿佑，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，鳴海圭佑：養護教諭向け緊急度判定講
習会における体験型シミュレーションの活用と教育，第23回日本臨床救急医学会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭佑：産学官連携による多数集客
施設（大型ショッピングセンター）で行う応急手当講習会の普及啓発効果について，第23回日本臨床救急医学会
学術集会，2020年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭佑，澤田良治：ホテルモントレ
株式会社（札幌地区ホテル）における2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み，日本臨床救急
医学会学術集会，令和 2年 8月．
• 共同発表，鳴海圭佑，齋藤駿佑，中川貴仁，小山内健介，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章，鳥羽栞，平井
歩：地元消防機関と連携した応急手当講習への救急救命士学生の参加との意義と展望，第23回日本臨床救急医学
会学術集会，令和2年 8月．
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西沢　義子
• 共同発表, Yoshiko Nishizawa, Sonoko Takase, Izumi Matsuo and Umi Kudoh : A literature review of studies 
regarding funeral services in Japanese nursing sciences, 23rd East Asian Forum of Nursing Scholars, 2020年 1月
11日. 
• 共同発表, Sonoko Takase, Yoshiko Nishizawa, Izumi Matsuo, Mari Ozaki : A Literature Review on Childcare 
Support in Childbirth Education Classes in Japan, 23rd East Asian Forum of Nursing Scholars, 2020年 1月11日. 
• 共同発表, Mika Sato, Yoshiko Nishizawa : Research on Continuing Education for Disaster Nursing in Japan: 
Education Content on Radiation Disaster Nursing, 23rd23rd East Asian Forum of Nursing Scholars, 2020年 1月
12日. 
• 共同発表, Mika Sato, Yoshiko Nishizawa : Essential radiation-disaster-nursing-related knowledge and experience 
for nursing teachers, The 6th International Research Conference of World Academy of Nursing Science, 2020年2
月28日. 
• 共同発表，西沢義子，小山内暢，野戸結花，太田勝正，大森純子，堀田昇吾：放射線看護モデルシラバスの活用に
向けて─モデル授業　その1　放射線の基礎─，日本放射線看護学会第 9回学術集会，2020年 9月27日．
• 共同発表，新川哲子，森下暁，大石景子，村上優人，牧谷美佳，野戸結花，松成裕子，西沢義子，太田勝正，大森
純子，堀田昇吾：放射線看護の専門性と役割開発　放射線看護の高度看護実践教育課程修了生の活動から，日本放
射線看護学会第 9回学術集会，2020年 9月27日．

平岡　恭一
• 共同発表，佐野幸子，平岡恭一：地域における乳幼児期の家族支援の現状と課題．日本特殊教育学会第58回大会，
2020年 9月．
• 共同発表，須藤美香，平岡恭一，石井陽子：作業療法士および言語聴覚士志望学生の学習に影響を与える要因の検
討，第7回保健科学研究発表会，2020年 9月．

福士　尚葵
• 共同発表, Atsuko Satoh, Yuko Kudo, Masumi Saitoh, Miwa Miura, Yuka Ohnuma, Naoki Fukushi, Miwako 
Hirakawa, Sangun Lee, Hidetada Sasaki : Rehabilitative slipper toe clearance for aged individuals with fall risk. The 
6th International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Science. 2020年2月．

福士　理沙子
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，鎌田洋輔，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：看護師養
成課程におけるシミュレーション教育の現状─救急救命学科教員との合同演習に向けた文献検討─．第 1回日本看
護シミュレーションラーニング学会，2020年 6月．
• 共同発表，福士理沙子，板垣喜代子，木村綾子，鎌田洋輔，立岡伸章，中川貴仁，釜萢一正，齋藤駿佑：救急救
命士養成課程と看護師養成課程におけるシミュレーション教育の現状．第34回東北救急医学会総会・学術集会，
2020年 8月．
• 共同発表，鎌田洋輔，工藤うみ，板垣喜代子，福士理沙子，千葉美穂：「まちの保健室」活動へ学生が参加するこ
とでの教育効果の検証─学年別による教育効果の比較─．日本看護研究学会第46回学術集会，2020年 9月．

藤原　健一
• 共同発表，木田愛子，藤原健一：脳卒中患者の姿勢及び姿勢バランスと嚥下機能との関連，第54回日本作業療法
学会，2020年 9月．
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山内　真紀子
• ポスター発表（共同），山内真紀子，平川美和子：在宅高齢女性の配偶者死別後のグリーフワークに関する文献レ
ビュー，第14回日本応用老年学会大会（京都），2019．10．
• ポスター発表（共同），山本君子，平川美和子，山内真紀子，塚本都子，小濱優子，樋口美樹：看護師が認知機能
低下高齢者に対して話し相手や見守りを必要とする場面についての意識調査（1）─KHcoderによる計量テキスト
分析─，日本看護研究学会第46回学術集会（札幌）（Web開催），2020．08．
• ポスター発表（共同），平川美和子，山本君子，山内真紀子，塚本都子，小濱優子，樋口美樹：看護師が認知機能
低下高齢者に対して話し相手や見守りを必要とする場面についての意識調査（2）─KHCoderによる語彙関連分析─，
日本看護研究学会第46回学術集会（札幌）（Web開催）2020．08．

若松　　淳
• 共同発表，齋藤駿佑，中川貴仁，若松淳，立岡伸章：体験型シミュレーション形式を用いた養護教諭向け緊急度判
定講習会の有効性の検討，第25回日本災害医学会学術集会，令和2年 2月．
• 共同発表，中村直樹，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，福士尚葵，釜萢一正，齋藤駿佑，鳴海圭佑：救急救命士養成
に求められる社会福祉･社会保障等領域の学習についての調査研究～アンケート調査の実施～，第34回東北救急医
学会学術集会，令和 2年 6月．
• 共同発表，中川貴仁，齋藤駿佑，鳴海圭佑，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章：救急救命士学生によるモバ
イルアプリケーションを利用したAED設置調査の取り組みと教育的効果の一考察，第23回日本臨床救急医学会学
術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，齋藤駿佑，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，鳴海圭佑：養護教諭向け緊急度判定講
習会における体験型シミュレーションの活用と教育，第23回日本臨床救急医学会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭祐：産学官連携による多数集客
施設（大型ショッピングセンター）で行う応急手当講習会の普及啓発効果について，第23回日本臨床救急医学会
学術集会，2020年 8月．
• 共同発表，立岡伸章，中川貴仁，若松淳，釜萢一正，木下裕太，齋藤駿佑，鳴海圭佑，澤田良治：ホテルモントレ
株式会社（札幌地区ホテル）における2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み，日本臨床救急
医学会学術集会，令和 2年 8月．
• 共同発表，鳴海圭佑，齋藤駿佑，中川貴仁，小山内健介，若松淳，釜萢一正，木下裕太，立岡伸章，鳥羽栞，平井
歩：地元消防機関と連携した応急手当講習への救急救命士学生の参加との意義と展望，第23回日本臨床救急医学
会学術集会，令和2年 8月．
• 共同発表，若松淳，立岡伸章，中川貴仁：途上国における救急技術支援の現状と課題，日本臨床救急医学会学術集
会，令和2年 8月．

渡部　菜穂子
• 共同，菅原大輔，渡部菜穂子：精神科デイケアにおける困難性─自由記述に焦点をあてた質的分析─．第26回日
本精神科看護専門学術集会（2019年11月）．
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5．講演

浅田　一彦
• 咀しゃく・嚥下評価と予防訓練体操について．日本認知症グループホーム協会青森県支部研修会，弘前市，2019年
12月．

岩間　孝暢
• 「身体的不器用さをかかえる子供たち」への理解と支援，第36回青森県学校教育相談研究会・研究協議会三八大会，
八戸市，令和2年 7月31日（コロナ感染拡大のため中止）．

小山内　筆子
• ことばの発達の理解と支援，五所川原保育士連合研修会，五所川原市，2020年 2月．
• 側音化構音・鼻腔構音の訓練法について，弘前市幼児ことばの教室職員研修，弘前市，2020年 5月．
• 小児吃音の理解と支援方法，成育医療研修会発達支援フォーラム，青森市，2020年 9月．

柏崎　　勉
• 回復期の作業療法，日本作業療法士協会 生涯教育制度 現職者選択研修，弘前市，2019年10月 6日．

釜萢　一正
• 青森県立北高等学校（模擬講義），令和元年10月 8日．
• 青森県立保健大学「災害看護学」（外来講師），令和元年11月20日．

工藤　うみ
• いのちの最期をみつめて，社会福祉法人若菜会スキルアップ研修会，五所川原市，2019年10月．
• 認知症ケアのための多職種連携研修，青森県老人福祉協会，青森市，2019年10月．
• 認知症ケアのための多職種連携研修，青森県老人福祉協会，八戸市，2020年 1月．
• 死生観について，特別養護老人ホーム藤の園，青森市，2019年11月．
• 在宅看取りについて─町の体制整備に向けて─，三戸町役場健康推進課（三戸町地域包括支援センター），三戸町，
2020年 1月．

工藤　千賀子
• 看護における方言の意義─生活者としての対象者を知るために─，第12回岩手看護学会学術集会　シンポジウム，
2019年10月 5日．

工藤　雄行
• 介護技術スキルチェック研修，障がい者支援施設 内潟療護園（中泊町），2019年10月．
• 介護技術スキルチェック研修，介護老人福祉施設 白寿園（弘前市），2019年11月．
• 介護技術スキルチェック研修，介護老人福祉施設 やすらぎの郷（田舎館村）2019年11月．
• 介護技術スキルチェック研修，介護老人保健施設 三笠ケアセンター（平川市），2019年11月．
• 介護技術スキルチェック研修，黒石あけぼの病院（黒石市），2019年11月．
• 介護福祉の出前授業，つがる市立森田小学校，森田中学校，2020年 1月．
• 介護技術スキルチェック研修，五所川原市社会福祉協議会市浦支部（五所川原市），2020年 2月．
• 介護技術スキルチェック研修，ハッピーツールIWAKI（弘前市），2020年 2月．
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小玉　有子
• 障害特性を持つ生徒への養護教諭の関わり，青森県高等学校教育研究会中南地区養護教諭部会研修会，弘前市，令
和元年11月．
• やる気を引き出す魔法のことば，弘前文化幼稚園保護者会講演，弘前市，令和元年11月．
• 発達障害の基本的理解と対応，五所川原第一高等学校新採用教員研修，五所川原市，令和元年11月．
• 保護者対応の基本，五所川原第一高等学校校内研修，五所川原市，令和2年 1月．
• 協同学習の基本，田舎館村立田舎館小学校，田舎館村，令和2年 1月．
• ブリーフカウンセリング，石巻市子供の未来づくり事業，石巻市，令和2年 1月．
• 組織で取り組むメンタルヘルス，青森県総合教育センター講座（高校教員），青森市，令和2年 6月．
• 組織で取り組むメンタルヘルス，青森県総合教育センター講座（小中学校教員），青森市，令和 2年 7月．
• LGBTQの理解と対応，青森県高等学校校長会　青森市　令和2年 7月．
• アセスの読み取りと活用，平川市柏木小学校校内研修，平川市，令和2年 8月．
• SEL・PBIS取り組みの成果と今後の課題，田舎館村田舎館小学校，田舎館村，令和2年 8月．
• 特別な配慮が必要な生徒への対応のための学校システム，五所川原第一高等学校校内研修，五所川原市，令和 2年
8月．
• メンバーシップ，青森県立中央病院看護師研修，青森市，令和2年 8月．
• 保護者の思いによりそう教育相談の進め方，青森県総合教育センター特別支援教育研修，青森市，令和2年 9月．

佐藤　彰博
• 手のしびれの原因を早期発見！女性に多い手根管症候群，弘前医療福祉大学公開講座，弘前市，2019年11月．
• ハラスメント防止，厚生労働省指定 臨床実習指導者講習会，弘前市，2019年11月．
• 多職種連携，厚生労働省指定 臨床実習指導者講習会，弘前市，2019年11月．
• 病態生理学，日本ハンドセラピィ学会主催応用実践研修会「末梢神経損傷・機能再建」，山形市，2019年12月．

須藤　美香
• 共同発表，須藤美香，平岡恭一，石井陽子：作業療法士および言語聴覚士志望学生の学習に影響を与える要因の検
討，第7回保健科学研究会，弘前市，2020年 9月.

立岡　伸章
• 第17回弘前・白神アップルマラソン救護，観光館追手門広場，2019年10月．
• 第 1回本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，2019年10月．
• ラジオ出演「いきいき健やかナビ応急手当と防災」，エフエム青森，2019年10月．
• 避難所運営，八洲学園大学，2019年11月．
• 第 2回本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，2019年11月．
• ラジオ出演「応急手当」，エフエム五所川原，2019年11月．
• 「緊急救助技術を身につける」「災害と危機管理」，NTT東日本青森支店，2019年11月．
• 救急時に家庭でできる対応方法，弘前市清水交流センター，2019年12月．
• 第 3回本当に役立つ応急手当と防災知識，NHK弘前文化センター，2019年12月．
• 本学言語聴覚学専攻学生普通救命講習会，弘前医療福祉大学短期大学部，2019年12月．
• 第93回青森外傷セミナーJPTECプロバイダーコース，青森県消防学校，2019年12月．
• ラジオ出演「住宅用火災警報器」，エフエム五所川原，2020年 1月．
• 東京オリンピック・パラリンピック救護ボランティア講習会講師，晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタ
ワー，2020年 1月．
• 模擬授業，青森商業高校，2020年 2月．
• 色彩心理学を用いた防災講座，八戸プラザホテル，2020年 3月．
• ラジオ出演「ペット防災」，エフエム五所川原，2020年 3月．
• ラジオ出演「火災の原因と対策」，エフエム五所川原，2020年 4月．
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• ラジオ出演「複合災害」，エフエム五所川原，2020年 5月．
• ラジオ出演「人とペットの災害対策」，エフエム五所川原，2020年 6月．
• ラジオ出演「ハザードマップ」，エフエム五所川原，2020年 7月．
• ラジオ出演「雷と竜巻」，エフエム五所川原，2020年 8月．
• ラジオ出演「台風時に役立つ情報」，エフエム五所川原，2020年 9月．
• 緊急時の介護，スポーツ研修センター（八戸），2020年 9月．
• わが国における市民への防災・救急教育体制について，日本材料学会，2020年 9月．

鳥羽　　栞
• 健康ひろさき21弘前市健康づくり推進審議会委員，令和2年 7月24日．

中川　貴仁
• 講師：「救急救命士が伝えたい災害対策と心構え」第22回弘前市ボランティアフェスティバル，弘前市社会福祉協
議会，弘前市，令和元年10月．
• 講師：「学校内における危機管理について」弘前実業高校防災教室，弘前市，令和元年11月．
• 講師： 「心肺蘇生法講習及び災害時の対応について」平川市金屋町会，平川市，令和元年11月．
• 講師：「BHELP標準コース」第 4青森BHELP標準コース，弘前市，令和元年12月
• 講師：「避難所運営の観点から防災士と災害支援ナースとの連携を考える」青森県看護協会，災害支援ナースフォ
ローアップ研修，青森市，令和 2年 1月．
• 講師：「民間救急救命士の活動の実際」一般社団法人病院前救護統括体制認定機構指定基礎講習，京都府，令和 2
年 1月．
• 講師：「身近な災害対策を知っておこう」令和元年度第2回市民ボランティア講座弘前大学，弘前市，令和2年1月．
• 講師：「身近なものでできる応急手当･防災グッズ」令和元年度ボランティア講座，弘前市社会福祉協議会，弘前市，
令和2年 2月．
• 講師：「施設内における心肺蘇生や窒息･転倒･転落による骨折発生時の対応方法」弘前大清水ホーム，弘前市，令
和2年 2月．
• 講師：「救急救命士が伝えたい災害対策と心構え」社会福祉協議会研修会，弘前市社会福祉協議会，弘前市，令和
2年 2月．
• 講師：「緊急時対応における初動の重要性とその実際」教職員研修会弘前工業高校，弘前市，令和2年 7月．
• 講師：「学校内におけるファーストエイドと危機管理について」教職員校内研修弘前市立第二中学校，弘前市，令
和2年 8月．
• 講師：「救急救命士が伝えたい不測の事態に対する心構え」地域高齢者見守り福祉事業協力員研修会田舎館村社会
福祉協議会，田舎館村，令和 2年 9月．
• 講師：「事故発生と再発防止策･事故発生時の緊急時対応･衛生管理」公益社団法人日本認知症グループホーム協会
青森県支部，グループホームの実地指導及び介護サービス情報公表制度対策研修，青森市，令和2年 9月．

中根　明夫
• プロテオグリカンの免疫調節作用．第 2回PGネットワーク　金沢市　令和元年10月．
• 腸は健康の源．弘前医療福祉大学・弘前医療福祉大学短期大学部令和元年度公開講座　弘前市　令和元年11月．
• プロテオグリカンの多彩な機能と可能性，プロテオグリカン・ビジネスフォーラム2019　東京都　令和元年12月．

中村　直樹
• 青森県社会福祉士会の研修体制とその課題について，第15回 日本社会福祉教育学会大会 シンポジウム シンポジ
スト，青森県立保健大学（青森市），2019年10月．
• 弘前市立第五中学校 弘前卍体験学習 講師，弘前医療福祉大学（弘前市），2019年10月．
• くらしを支える介護保険制度，令和元年度 弘前医療福祉大学・弘前医療福祉大学短期大学部 公開講座 講師，弘前
医療福祉大学・弘前医療福祉大学短期大学部（弘前市），2019年10月．
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• 青森県社会福祉士会の研修体制とその課題について ～基礎研修の運営に焦点を当てて～，社会福祉士東北研修大
会 ソーシャルワーク実践報告会 人材分科会，TKP仙台南町通りカンファレンスセンター（仙台市），2019年10月．
• 青森県福祉・介護人材確保対策事業　弘前医療福祉大学短期大学部企画　見て・触れて・気づく 介護福祉の魅力
発信・啓発・体験型イベント「介護フェスタ」トークセッション／福祉〇 クイズ他 企画・進行，エルム（五所
川原市）・イオンタウン弘前樋の口（弘前市）・マエダガーラモール（青森市），2019年11月．
• 実践研究の意義と方法・実践のための記録，青森県社会福祉士会 基礎研修Ⅱ 実践評価・実践研究系科目Ⅰ 研修講
師，県民福祉プラザ（青森市），2019年12月．
• 第46回津軽地区老人福祉協会研修会 ケア部会分科会「職場内のコミュニケーションとチームワーク ～虐待防止の
視点から～」研修講師，ラグリー（弘前市），2019年11月．
• 記録の書き方について，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研修講師，
障がい者支援施設第二うちがた（五所川原市），2019年12月．
• 職場内チームワーク向上について，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）
研修講師，特別養護老人ホーム 明光園（弘前市），2019年12月．
• 高齢者・障がい者虐待について，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研
修講師，介護老人保健施設 幸陽荘（弘前市），2019年12月．
• 実践評価の方法，青森県社会福祉士会 基礎研修Ⅱ 実践評価・実践研究系科目Ⅰ 研修講師，県民福祉プラザ（青森
市），2019年12月．
• 身体拘束に関する研修，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研修講師，
グループホームヴィラ弘前（弘前市），2020年 1月．
• 実践研究発表の方法，青森県社会福祉士会 基礎研修Ⅱ 実践評価・実践研究系科目Ⅰ 研修講師，県民福祉プラザ
（青森市），2020年 1月．
• 介護福祉出前講座，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）講師，つがる市
立森田中学校（つがる市），2020年 1月．
• 介護福祉出前講座，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）講師，つがる市
立森田小学校（つがる市），2020年 1月．
• 職場内のコミュニケーションとチームワーク，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス
支援事業）研修講師，板柳町社会福祉協議会（板柳町），2020年 2月．
• 移動・移乗の介護の基本，青森県福祉・介護人材確保対策事業（福祉・介護人材キャリアパス支援事業）研修講
師，板柳町社会福祉協議会（板柳町），2020年 9月．
• 個人情報保護の取り組み・相談・苦情対応等の取り組み・倫理及び法令遵守等の周知・成年後見制度 と日常生活
自立支援事業の取り組み，令和 2年度　公益社団法人日本認知症グループホーム協会青森県支部 グループホーム
の実地指導及び介護サービス情報公表制度対策研修 研修講師，ウエディングプラザ・アラスカ（青森市），2020年
9月．
• “ソーシャルワーク脳” とコロナ禍，青森県社会福祉士会中南支部 リモート支部会 コーディネーター，Zoom開催，
2020年 9月．

成田　　智
• 人工内耳・人工内耳リハビリテーション等における基礎的な知識について，令和 2年度地域における特別支援教育
相談体制強化事業　外部専門家を活用した特別支援学校教員専門性向上研修会，青森市，2020年 7月30日．

平岡　恭一
• 教育心理学，青森県看護協会，2020年度青森県保健師助産師看護師実習指導者講習会，青森市，2020年10月．
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福士　尚葵
• 介護技術スキルチェック研修，障害者支援施設 内潟療護園（中泊町），2019年10月．
• 介護・福祉用具体験講座，県民福祉プラザ（青森市），2019年11月．
• 介護技術スキルチェック研修，特別養護老人ホーム 白寿園（弘前市），2019年11月．
• 介護技術スキルチェック研修，特別養護老人ホーム やすらぎの郷（田舎館村），2019年11月．
• 介護技術スキルチェック研修，介護老人保健施設 三笠ケアセンター（平川市），2019年11月．
• 介護技術スキルチェック研修，黒石あけぼの病院（黒石市），2019年11月．
• 小・中学生向け出前講座，森田中学校（つがる市），2020年 1月．
• 小・中学生向け出前講座，森田小学校（つがる市），2020年 1月．
• 田舎館村社会福祉大会「家庭で役立つ介護の知識」，田舎館村文化会館（田舎館村），2020年 1月．
• 介護技術スキルチェック研修，特別養護老人ホーム くろまつ（大間町），2020年 2月．
• 介護技術スキルチェック研修，五所川原市社会福祉協議会市浦支所（五所川原市），2020年 2月．
• 介護技術スキルチェック研修，訪問介護事業所 ハッピーIWAKI（弘前市），2020年 2月．
• 「移動の介護」の基本を学ぶ，青森中央高等学校（青森市），2020年 9月．
• 介護技術スキルチェック研修，板柳町公民館（板柳町），2020年 9月．

藤原　健一
• 実践のための作業療法研究，日本作業療法士協会生涯教育制度現職者共通研修，五戸町，2020年 9月．

戸来　睦雄
• 認知症介護実践者研修「認知症の人とのコミュニケーションの理解と方法」，県民福祉プラザ（青森市），令和元年
10月．
• 福祉職員スキルアップ研修，内潟療護園地域福祉部（中泊町），令和元年10月．
• 介護・福祉用具体験講座，県民福祉プラザ（青森市），令和元年11月．
• 介護・福祉用具体験講座，県民福祉プラザ，令和元年11月．
• 福祉職員スキルアップ研修，内潟療護園（中泊町），令和元年11月．
• 認知症サポーター養成講座，外ヶ浜町社会福祉協議会（外ヶ浜町），令和2年 2月．
• 福祉職員スキルチェック研修，くろまつ（大間町），令和2年 2月．
• 新任者研修，社会福祉法人 内潟療護園（五所川原市），令和 2年 4月．
• キャリアパス生涯研修 初任者コース B日程，県民福祉プラザ（青森市），令和 2年 7月．
• 実務者研修，弘前医療福祉大学短期大学部（弘前市），令和 2年 8月．
• 認知症介護実践者研修「認知症の人とのコミュニケーションの理解と方法」，県民福祉プラザ（青森市），令和 2年
8月．

松尾　　泉
• けんみん公開講座，退院後の生活を考える，青森県立中央病院主催，青森市，2019．12．
• 保健計画の作成と活用，青森県保育連合会主催，青森県保育士等キャリアアップ研究，弘前市，2019．12．
• 臨地指導の展開と評価，青森県看護協会主催，青森県看護協会専門研修　実習指導者講習会フォローアップ研修，
青森市，2019．12．
• 地域で守ろう子どもの健康，愛児福祉会めぐみ子ども園主催，深浦町，2020．2．

若松　　淳
• BHELP標準コース，第 3回青森BHELP標準コース，弘前市，令和元年12月．
• 第16回弘前・白神アップルマラソン救護，津軽郡西目屋村，令和元年10月．
• 課外授業「救急救命士の仕事」，青森県立大湊高等学校，令和2年 9月．



－ 154 －

6．外部資金の獲得

鎌田　洋輔
• 鎌田洋輔，「脳腫瘍患者の家族のアセスメントシートの開発」，日本学術振興会科学研究費（若手研究），令和 2年
度，直接経費100,000円，間接経費30,000円．

高瀬　園子
• 高瀬園子，料理教室を取り入れた父親の家事育児行動促進のためのプログラム開発の研究，令和 2（2020）年度　
科学研究費助成金（若手研究），2020年．直接経費270万円．

立岡　伸章
• 日本学術振興会科学研究費（基盤研究C），分担者，北東北の在宅高齢者に対する救急搬送連携プロトコルの開発，
2020年 4月～2023年 3月，直接経費100,000円．

中川　貴仁
• 公益財団法人みちのく･ふるさと貢献基金　教育･福祉･環境助成金，単独研究，「町内会組織や自主防災組織の活
性化に寄与する可能性に関する調査研究活動」令和元年10月 1日～令和 2年 9月30日，560,000円．

中根　明夫
• 内視鏡を用いた自閉スペクトラム症の腸内菌細菌叢を明らかにすることによる病態解明，日本学術振興会科学研究
費（分担者），令和 2年度，直接経費400,000円，間接経費120,000円.

福士　尚葵
• 日本学術振興会科学研究費（基盤研究C），分担者，北東北の在宅高齢者に対する救急搬送連携プロトコルの開発，
2020年 4月～2023年 3月，直接経費100,000円.


